
 

 

相談員虎の巻 

 
経験相談員が感じた班運営がうまく行くようなポイントをまとめました！参考にしてください☆ 

 

■集合 

・１０分前だよ、５分前だよ（時間をこまめに伝えよう） 

・話す時はお互いに手を止めて目を見て話そう。聞いてくれるよ。 

・時間ギリギリにしないで、少し前に動こう！ 

・人な話を聞いていない子どもがいたら声を掛けよう。 

 

 ■動き出す前に 

・次の持ち物や、班の中での集合時間を確認しよう 

 

■整理整頓 

・部屋を出る際には、必ず自分のカバンの中に、自分のものを必ず入れるように指導しよう！ 

・部屋の落し物＝忘れ物は、その都度すぐに確認しよう！ 

・汚れた服は袋にまとめて散らからないようにしよう。 

・元の状態に戻すが基本の姿勢でいよう。    例：スリッパ、遊び道具、ドア、荷物など 

・次の人が使いやすいようにゴミを押し込んだり、なくなりそうな石鹼、トイレットペーパー

はスタッフに声を掛けよう。 

 

■お風呂・シャワー 

・キャンプ中は、子どもがメインなのでなかなかゆっくりお風呂に入れないです。 

・男子は、お風呂の湯船に向かって体を洗わず突っ込んでいくよ(笑) 

・女子は、髪を乾かす時間もあるのでドライヤーの順番など声を掛け合おう。 

・時間の見通しを細かく伝えよう 

・体や頭を洗ったか確認してお風呂に入ろう。 

・みんなでお風呂に入ると脱衣所までお湯が溢れるから気を付けてね！ 

・高学年に、次の班を呼んできてもらおう！ 

・最後の片付け、忘れ物、後片付けチェックしよう。よく転がっているよ。 

  

■グループ・子ども 

・なるべく、班全体の状態が確認できる立ち位置をとろう。 

例、はんごうすいさん中などもＡ君とＢ君は枝を取りに行っている、Ｃ君はスタッフとトイレ

に行ってる、Ｄ君、Ｅ君は目の前にいるなど、全員の場所も把握しよう。 

・分からない時は、迷わず分かりません！とスタッフに聞くといいよ！となりの班のリーダー

や手の空いた相談ＭＬ（食事サポートリーダーなど）と協力するといいよ！ 

・高学年(おにいさん、おねえさん)に班のリーダー的な役割を担ってもらうといいよ！ 

 

■公共の場でのあり方（温泉や路線バスなど） 

・他のお客さんを優先に。（大きな声で会話しない。） 

・温泉のルール確認（脱衣所はキャンプでまとまってカゴなど独占しない。先に身体を洗う。

サウナは禁止。騒がない。泳がない。タオルを湯船に付けない。洗い場を独占しない。何時に

でるか確認し、忘れ物チェック。） 

・人の通行の邪魔にならないよう 2列で行動しよう！ 

 

■「ほうこくれんらくそうだんもかくにんドンマイ」 

・誰もが「はじめて」のキャンプを経験します。一つ一つを報告、連絡、相談、確認 

失敗は付き物。 

さいごはドンマイと次がんばろう！報告・連絡・相談・確認・ドンマイ！ 


